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t
ハ
シ
ツ
。
と
力
強
い
枝
の
切
り
込
み
と
と
も
に
、
思
わ
ず

生
亡
入
出

出

死

転

転 

'mれ
含
ラ
必
で 
mm落
種
別
の
解
消
奮

-
・
さ
つ
き
会
恒
例
の
鶴
習
会
'

す
。

'78 


月号;;;; 

大
き
な
た
め
息
が
漏
れ
た
。
「
な
る
ほ
ど
:
:
:
あ
れ
を
切
る
と
は

思
わ
な
ん
だ
な
あ
」
あ
ち
こ
ち
か
ら
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
る
。

だ
れ
も
が
思
っ
て
い
な
か
っ
た
枝
を
大
胆
に
切
り
捨
て
、
予
想

も
で
き
な
か
っ
た
形
の
よ
い
樹
形
に
仕
立
て
た
。

こ
こ
は
、
午
後
八
時
す
ぎ
の
勝
浦
会
館
。
さ
っ
き
会
(
会
長
・

西
尾
さ
ん
)
の
講
習
会
の
光
景
だ
。
(
写
真
)

こ
の
さ
っ
き
会
は
、
昨
年
六
月
に
結
成
し
、
部
落
差
別
の
解

消
を
目
指
し
、
ふ
れ
合
う
心
で
親
ぽ
く
を
深
め
よ
う
と
社
会
総

合
大
学
講
座
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
。

講
習
会
に
は
、
町
内
各
地
区
か
ら
愛
好
者
が
駆
け
つ
け
、
楽

し
い
学
習
会
を
続
け
て
い
る
。

指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
の
は
、
山
田
房
夫
さ
ん
(
坂
本
郵
便

局
長
)
と
仁
木
昭
さ
ん
(
生
比
奈
郵
便
局
長
)
の
二
人
。
山
田

さ
ん
は
、
「
講
習
会
は
和
や
か
な
よ
い
ふ
ん
い
気
で
す
。
も
っ
と

多
く
の
愛
好
者
が
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね 

と
語
っ
て
い
ま

町民のうごき
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カ込� つ

の
病
様
改
築 

道
路
問
題
に
つ
い
て

V

大
規
模
炭
道
の
新
設
計
画

O

♂宅

丸

12

VV V

OO

V

V

O V

V V

ら 第95号 (2) ザコ昭和53年 5月1日

住
民
と
共
に
歩
む
町
政 

そ
の
理

3周縁舎�  

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

金

そ
の
発
想
と
将
来
機
恕

同
和
問

教
育
第

一
の
町
政 

当 初 予 算

正
木
ダ
ム
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
三
年
度

一
般
会
計
予
算 

坂
本
小
学
校
改
築
に

そ
の
展
望
と
義
務
的
経
質

病
院
改
築
に

つ
い
て 

各

公
約
の
実
現
と
そ
の
具
体
策
に
つ

S千万円億� 

女普通建設事業費を大幅に増加し

V V VO

救
急
病
院
の
指
定
に
つ
い
て

政
治
姿
勢
と
政
治
理
念
及
び
政
治

中
央
直
結
と
住
民
と
共
に
歩

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

産

政
治
理
念
は
政

道
路
行
政
に
つ
い
て 

徳
砧

・
上

地
方
自
治

教
育
問
題
と
そ
の
方
向
に
つ
い
て 

教
育

選
挙
の
あ
り
方

坂
本
小
学
校
の
改
築 

福
祉
行
政

小
学
校
の
統
合
と

勝
浦
病
院

民
主
政
治

V

V
V
沼
江
保
育
所
の

V V VV

国

O
V

V
V

O

O

V V
V

O O
O

V

53年度昭和� 

制
限
価
格
の
廃
止

入
札
の
執
行

岡
本
富
治
議
員

町
政
に
対
す
る

一
般
質
問

、、

、，

V ノ三

山
下
豊
韓
議
員

こ
の
談
会
で
十
二
議
員
が
町
政
に

i'ぎ改 条 の万会五 は三�  f 十計五 予三
貝 長 長 長 長 長 長 の正 例 増円計十 二年 の ー 予十 算年

九し 二 十 主予算 主勢三三fよで の とで予 三 億度増 万t):三 は度 万、千 二 な
う消 ー な 、.t'):年度 八病 と八は年 三国 六総:九年 もで
に防 部 っこは 千院 な千、皮�  f憲民 千領百度�  =

念
と
具
体
策 
V
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
町

対
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
リ
で
す
。

づ
く
り 

比
羅
堤
防
と
今
後
の
対
策 

そ
の
原
点
と

O

山
本
圭
一
議
員 

題
と
今
後
の
歩
み

改
築
に

つ
い
て

年
次
計
画
マ
沈
滞
し
た
町
民
経
済
の

再
建 

そ
の
認
識
と
抜
本
的
施
策 

O

モ
デ
ル
事

V

山
本
美
芳
議
員 

(案 
)

業
に
つ
い
て

つ
い
て 

昧
閤
喜
久
雄
議
員

種
事
業
と
財
政
に
つ
い
て

い
て 

押
葉
義
雄
議
員 

河
野
寅
雄
議
員 

道
義

む
政
治
の
相
違
点

治
家
の
生
命
で
な
い
か

業
振
興
と
そ
の
具
体
策
に

つ
い
て 

那
賀
線 

(与
川
内
:
坂
本
) 

の
原
点
と
は
何
か 

O
明
正
選
挙

行
政
に
つ
い
て 

と
政
治
資
金
に
つ
い
て

坂
本
小
学
校
の
改
築
に
つ
い
て

と
環
境
盤
備
に
つ
い
て 

は
候
補
者
の
姿
勢
で
あ
る
。
運
動
只
や

支
持
者
の
責
任
で
な
い

〔
竣
工
前
〕

〔
竣
工
後
〕 

二
十
二
パ
ー
セ

ン
ト
値
上
げ
の
徹


住
民
の
負
担
力
は
限
界
で
あ
る


行
政
は
患
者
の
立
場
に
立
ち
厳
し


V O O
O

↓
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
で
峻
工

し
た
中
角
排
水
路

馬
越
水
門
の
廃
止
に

つ
い
て

の
恨
源
は
政
治
献
金
の
内
容
で
あ
る

政
治
資
金
規
制
法
に
よ
り
、
政
治
献

金
と
選
挙
費
用
を
公
表
す
べ
き
で
あ

V
る 

二
十
二
項
目
の
公
約
実
現
と
財

源
の
線
保
に
つ
い
て

に
つ
い
て

民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
に

つ
い
て 

昭
和
五
十
三
年
三
月
定
例
会
は
、

三
月
十
日
開
会
し
、
昭
和
五
十
二
~

度

一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
三
件
と

昭
和
五
十
三
年
度

一
般
会
計
予
算
ほ

か
十

一
件
の
計
十
六
件
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
、
陳
情
処
理
を
行
い
、

三

月
三
十
日
開
会
し
ま
し
た
。

回 

団

く
チ
ェ

ッ
ク
す

べ
き
で
な
い
か

岡

重
夫
議
員 

V
黒

、

、� 
) 

五
万
五
千
円

四
万
五
千

万
四
千

万

問同円

万
八
千
円

万
万

干
同 同

醐1 4砂 比千業 + J:七 三 特 . た 二 円予�  + 
団 班 音E 高Ij 分 国Ij 団 がこ 消 十七特昭 予五 十百 別昭会五 。百を算昭 五

分 つの 防 計十別 和算+四 三 会和 計十
十
九追力Hは和

、五 ニ
十団 団

な団 を てれ 、J惨 万事 つ 円総 国 六健 円は七 一 平の i夫
り 員 改い は 総浦 円撲 でで額民 千康 と士十般 万は; つ
まの 正 ま前額 町 特 い前 三 健 万� f呆
し年 す年二 病 別 ま年 {意康 円険

な 一一 会 主円
り福万計 た

た間 。度{意院 会 す度六保 特 ま 二六 補
。報 対八事 計 。対千険�  jJlJ し千千正�  J 
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つ ら 昭和 53年 5月 1日

V
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

てに
つ
い
て

生
田

ザコ(3) 第 95号 1;込

み
か

O V

O
O

O O

V O

O

V


O

(¥ 

O

V V

VV

岩
橋
南
誌
の
了
供
の
遊
び
場
の
運
営

の
状
況
と
今
後
に
つ
い
て 

黒
岩
僑

北
詰
の
不
法
投
棄
物
の
処
理
に

つ
い

V

V
昭
和
五
十
三
年
度
問
税
見
込
み

勝
浦
川
総

合
開
発
に
つ
い
て

西
浜
勝
己
議
員

町
長
の
政
治
に
対
す
る
基
本
姿
勢

に
つ
い
て 

新
町
長
の

「住
民
と
共

に
歩
む
政
治
」
と
は

「中
央
直
結
」

と
ど
こ
が
迷
う
の
か 

か
た
よ
ら
な

い
町
政
ー
そ
の
志
味
す
る
も
の 

思

い
や
り
の
あ
る
町
政
ー
そ
の
意
味
す

る
も
の 

責
任
の
あ
る
町
政
ー
そ
の

意
味
す
る
も
の 

町
行
政
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
上
・
下
意
識
で
真
の
公

平
が
期
せ
る
か
ど
う
か 

(坂
本
小
学

校
、
勝
浦
病
院
の
改
築
問
題
を
含
む 
) 

沈
滞
す
る
町
行
政
と
は
、
他
の
類

似
町
村
と
比
較
し
、
何
と
何
が
沈
滞

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
原
因
は

何
に
あ
る
の
か 

選
挙
前
と
選
挙
後

に
つ
い
て 

選
挙
の
あ
り
方
と
選
挙

啓
発
運
動
を
空
文
化
さ
せ
て
は
な
ら

な
い 

選
挙
公
約
二
十
二
項
目
の
具

体
的
実
現
に
む
け
て
の
任
期
中
の
年

次
別
計
画
・
予
算
総
額 

昭
和
五
十

三
年
度
一
般
会
計
予
算 

(案
)
に
選

挙
公
約
を
い
く
つ
取
り
入
れ
て
い
る

か

0
4業
項
目 

予
算
制 

継
続
出
・

業
と
新
規
事
業
の
対
応
の
仕
万
に
つ

い
て 

労
働
対
策
に

つ
い
て 

町
内

工
場
誘
致
問
組 

労
働
会
館
の
往
設 

労
働
者
履
用
保
議
対
策 

住
宅
対

策
に
つ
い
て 

老
わ
町
営
住
宅
の
払

い
下
げ 

畑
地
総
合
計
固
め
問
題
点

に
つ
い
て 

事
業
の
見
荷
し 

関
係

住
民
と
の
対
話
と
理
解
対
策 

交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て

小
関
武
夫
議
員

V V V O
勝
浦
川
流
域
連
絡
協
議
会
に
つ
い

O V
V

て 

町
営 V

一
般
住
宅
に
つ
い
て 

中

村
団
地
と

V OV 一
般
町
営
住
宅
の
建
設 

O V O

病
院
改
築
と
特
別
養
議
老
人
ホ
ー

O O

ム
に
つ
い
て 

農
村
繋
備
モ
デ
ル
半

業
に
つ
い
て 

年
次
計
画
と
予
算
彼

得 
V
町
有
地
払
い
下
げ
計
画
と
期
日

V V V V O O

O


に
つ
い
て 

河
川
改
修
の
進
行
状
況

と
今
後
の
予
算
の
見
通
し

中
西
晴
美
議
員

住
民
と
共
に
歩
む
町
政
と
中
央
直

結
町
政
と
の
関
係
に
つ
い
て 

思
い

や
り
の
あ
る
町
政
に
つ
い
て 

投
祭

日
に
お
け
る
自
動
車
逆
転
に
よ
る
過

失
傷
害
事
件
に
対
す
る
町
長
の
資
任

に
つ
い
て 

選
挙
の
あ
り
方
に
つ
い

て 

悪
質
な
デ
?
と
談
会
議
員
に
対

す
る
名

誉
き
損
問
題 

選
挙
資
令
-

(特
に
政
治
献
金
)
の
公
開 

責
任

あ
る
町
政
に
つ
い
て
マ
偏
ら
な
い
町

政
と
職
員
訓
示
に
よ
る
能
力
本
意
の

人
小
に

つ
い
て 

み
か
ん
暴
必
に
告

し
む
成
家
の
安
定
策
の
具
体
的
対
策

に
つ
い
て 

沈
滞
し
た
町
政
問
題
と

沈
滞
し
た
町
民
経
済
の
転
換
策
に
つ

い
て 

後
継
者
対
策
の
具
休
的
実
現

性
の
あ
る
対
応
策
に

つ
い
て 

地
場

産
業
の
育
成
に
つ
い
て 

労
働
対
策

に
つ
い
て 

商
府
街
の
環
境
笠
備
と

経
営
指
導
に
つ
い
て 

商
工
会
の
脊

成
対
策
に
つ
い
て 

教
育
第

一
品川町

政
と
人
づ
く
り
の
基
本
理
念
対
策
に

つ
い
て 

坂
本
小
学
校
の
改
築
と
そ

の
財
源
に
つ
い
て 

生
比
奈
小
学
校

の
改
築
問
題
と
財
源
の
裏
づ
け
に
つ

い
て 

育
英
制
度
の
充
実
に
よ
る
人

材
養
成
に
つ
い
て 

総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
建
設
の
笑
現
性
と
財
源
の
関
係

に
つ
い
て 

義
務
教
育
費
の
負
担
軽

減
と
予
算
惜
罰
に
つ
い
て 

同
和
教

育
に
つ
い
て 

特
別
養
護
ホ 
1
ム
の

建
設

・
老
人
い
こ
い
の
家
の
充
実

・

ホ 

ム
ヘ
ル
バ 

煉
化
等
一
述
の
老

人
福
祉
と
予
算
の
関
係
に
つ
い
て

V
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
対
す
る
阿
波
助

V l
対
策
に

つ
い
て 

健
康
で
明
る
い
町

V V
V V V

っ
く
り
の
具
体
化
に

つ
い
て 

町
立

V V
V l V

病
院
の
入
院
附
仰
の
改
築
問
題
に

つ
い

V V V V

て 

下
水
・
排
水
の
具
休
的
計
悶
に

V

つ
い
て 

町
営
住
宅
の
終
仙
充
実
と

V

財
源
の
関
係
に
つ
い
て 

V V V
母
子V V V
・
父

子
家
庭
の
福
祉
向
上
を
ど
う
准
め
る

か
に
つ
い
て 

保
育
所
の
必
備
と
乳

児
保
育
所
の
新
設
に
つ
い
て 

消
防

体
制
の
強
化
に
つ
い
て 

同
和
対
策

ギ
業
の
推
進
と
町
契
約
関
係
条
例
と

の
闘
係
に
つ
い
て 

県

・
町
・
路
道 

( 、

の
全
面
改
良
舗
装
と
年
次
計
画
に
つ

い
て 

中
山
バ
イ
パ
ス
の
早
期
着
工

に
つ
い
て 

山
腹
横
断
農
林
道
の
新

設
と
財
源
の
関
係
に
つ
い
て 

婆
羅

尾
峰
越
幹
線
林
道
の
早
期
完
成
に
つ

い
て 

中
小
河
川
の
改
修
に
つ
い
て

昭
和
五
十
三
年
度
の
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て 

国
の
公
共
投
資
の
増

大
等
の
た
め
起
偵
事
業
の
増
加
に
伴

う
、
公
償
比
率
の
急
上
昇
に
対
す
る

基
本
的
感
覚
に
つ
い
て 

義
務
的
経

費
の
地
大
に
起
因
す
る
経
常
収
支
比

率
の
地
加
問
題
に
つ
い
て 

国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て 

勝
浦

町
立
病
院
特
別
会
計
に
つ
い
て 

畑

地
総
合
開
発
事
業
と
そ
の
財
源
に
つ

い
て 

股
村
総
合
盤
備
モ
テ
ル
事
業

に
つ
い
て 

住
民
相
互
の
社
会
連
僻

意
識
の
隊
成
に
つ
い
て 

自
然
環
境

を
生
か
し
た
社
会
福
祉
と
社
会
教
育

文
化

一
体
化
の
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
づ

く
り
に

つ
い
て 

町
長
選
に
お
け
る

二
十
二
項
目
に
わ
た
る
公
約
の
実
現

性
と
財
似
の
張
、っ

け
に
つ
い
て 

公

約
修
正
問
題
に
つ
い
て 

問
振
興
計

画

・
基
本
梢
想
の
改
訂
に
つ
い
て

V V
新
財
政
五
か
年
計
画
の
構
想
に
つ

V V V

い
て 

V
桜
木
新
町
長
の
政
治
姿
勢
と

V V

政
治
理
念
に
つ
い
て

V
V

V V V
V

V V
V V

A'



敏
議
員 

ね
た
き
り
老
人
の
医
療
費
助
成
の

条
例
も
改
正

重
度
身
体
障
害
者
の
ね
た
き
り
左

人
認
定
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
今
ま

で
降
官一
一
面
経
度
が

一
級
の
人
に
限
ら
れ

て
い
た
の
が
、

二
級
の
人
で
も
要
件

に
該
当
す
れ
ば
適
用
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町
道
路
線
の
認
定

新
た
に
認
定
さ
れ
た
路
線
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

マ
石
原
叶
原
支
線
マ
西
岡
田
中
支
線

マ
横
瀬
出
美
勢
線
マ
与
川
内
中
道
支

線
マ
坂
本
賞
策
支
線
マ
生
名
屋
敷
線

マ
中
山
倉
瀬
支
線

-
そ
の
他
の
議
決
事
項

マ
昭
和
五
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
マ
病
院
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
マ
簡
易
水
道
事
業

補
正
予
算
マ
昭
和
五
十
三
年
度
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
マ
昭
和
五

十
三
年
度
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特

別
会
計
予
算
マ
昭
和
五
十
三
年
度
住

宅
改
修
資
金
貸
付
特
別
会
計
予
算

マ
辺
地
に
係
る
総
合
務
備
計
画
の
変

更
マ
保
育
所
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の

一
部
改
正
マ
地
方
自
治
法

第
二
百
三
条
規
定
に
よ
る
者
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
粂
例
の

一

部
改
正

孟
宕
限
時


av

一
一一一三
一
蹴 
w・


d--v

-L

言 

V

ん
産
業
振
興
に
つ
い
て 
V

MUS04
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歳 出 の 事圭 費 ~IJ 分� 要員

そ の 他 �  

3，165千円788千円

565千同� 
補助費等�  

101，� 

|12億9千万円でスタート
 私たちの税負担と
その還元

諸収入�  43，027

使用料及び手数料� 

23，262 

繰入金�  

22，501 

その他�  

31，189

歳
入
・
歳
出
の
内
訳
は
つ
ぎ
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
料

な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。
�
 

M
T
 

M
T

十
五
万
六
平
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
予
算
額
は
、
前
年
度
当
初
よ
り
三
億
八
千
九
百
六
十
七
万
料 1

7

一
千
円
、
四
十
三
・
一

軒
の
大
幅
な
漕
加
と
な
り
ま
し
た
。
料

溜
加
の
主
な
原
因
は
、
普
通
建
般
事
業
費
な
ど
を
積
一
極
的
に
計
料

工
し
た
ほ
か
、
義
務
的
怠
経
費
の
泡
加
も
一
因
と
怠
っ
て
い
ま
す
。
終

予
算
の
規
模
は
大
幅
巳
膨
張
し
だ
け
れ
ど
も
財
政
構
造
は
、
依

然

十

と
し
て
悪
化
の
傾
向
巳
あ
り
、
国
・
県
同
僚
の
借
金
財
政
を
余
儀
料

昭
和
五
十
三
年
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
十
二
億
九
干
三
百
六
持勢

¥ 

町税の内訳 8，887 イ也のモ

税� 

43，123千円

民田T 

固定 資産税�  

42，385千同

のそ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
まちの台所



つ らカミ第95号(5) 昭和53年� 5月� 1日ザコ

投
票
す
る
人

一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ

け
、
本
当
に
わ
た
し
た
ち
の
代
表
者

と
し
て
、
立
派
な
政
治
を
し
て
く
れ

る
人
を
、
選
ぶ
よ
う
に
心
が
け
た
ら

よ
い
と
思
い
ま
す
。今

勝
浦
に
、
農
業

に
ふ
叩
を
か
け
誇
り
を

ク
ラ
ブ
綱
領

私
た
ち
は
、
実
践
を
通
じ
て
自
ら

を
み
が
く
と
と
も
に
、
互
い
に
力
を

合
わ
せ
よ
り
よ
い
農
村
、
よ
り
よ
い

日
本
を
創
る
た
め
に
四
つ
の
目
標
を

拘
げ
て
い
ま
す
。

。
私
た
ち
は
、
科
学
的
に
も
の
を

考
え
る
頭
を
訓
練
し
ま
す

。
私
た
ち
は
、
州
民
業
の
改
良
と
改

警
に
役
だ
っ
腕
を
み
か
き
ま
す

0
 

0

私
た
ち
は
、
誠
笑
で
友
情
に
富

む
心
を
培
い
ま
す

私
た
ち
は
、
楽
し
く
暮
ら
し
元

気
で
働
く
た
め
の
健
康
を
増
進
し

ま
す
。

新
役
員
紹
介


会

長

福

野

嘉

久

�

 (星
谷
)


副
会
長

福
田
明
弘
�
 (沼
江
�
 
)
 

新
居
福
夫
�
 (今
山
)


会

計

岡

田

定

往

(星
谷
)


事
務

局

沌

花

秀

樹

�

 
(今
山
)


監

査

上

回

普

一
(
中
山
�
 
)
 

中

村

情

�

 (績
瀬
)

会
員
総
数

二
十
五
名

今
年
の
活
動
計
画
(
案
)

O

H H

3 2 12 10 9 8 7 6 5 4 
月 月月月月月�  月月�  月月

総
会

座
談
会

枕
築
研
修

機
刊
誌
発
行

一
夜
研
修
会

県
外
研
修

交
換
会

検
討
会

果
樹
口
問
評
会

・
脊
菌
研
究

反
省
会
�
 

※
毎
月
十
一二
日
定
例
研
究
会

※
共
同
研
究
の
実
焔

※
ク
ラ
ブ
員

一
人、

伝也
4
h
o

ク
ラ
ブ
に
対
し
、
ご
意
見
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
普
及
所

(電
話
二

二
九
八
番
�
 
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

老
齢
年
金
の
支
給
割
合
は

国
民
年
金
老
齢
給
付
の
支
給
は
、

原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら
で
す
が
、

希
望
す
れ
ば
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳

の
簡
で
も
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の

年
齢
に
応
じ
年
金
額
が
一
生
減
額
さ

れ
、
別
表
の
よ
う
な
支
給
割
合
と
な

り
ま
す
。

六
十
五
歳
到
達
前
に
請
求
さ
れ
る

か
た
は
、
こ
の
こ
と
を
十
分
ご
承
知

お
き
く
だ
き
い

。

な
お
、
請
求
手
続
き
を
し
て
か
ら

約
三
か
月
程
度
期
間
を
要
し
ま
す
が
、

請
求
し
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
�
 

60歳以上� 61議未満で請求� Lたときは� 

5苫118分支給� 

61議以上� 62成未満で請求� Lたときは� 

6 古~I 5分支給� 

62歳以上� 63歳未満で請求 したときは� 

7割� 2分支給� 

63歳以上� 64歳未満で請求 したときは� 

8 å~1 支給 

64歳以上旬歳未満て� f青求� Lたときは� 

8割� 9分支給

明
る
い
選
挙
啓
発
シ
リ
ー
ズ


、明るく正しい選挙グ

私
は
、
今
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
人

が
選
挙
に
出
て
、
い
ろ
い
ろ
演
説
し

て
い
る
の
を
聞
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
家
は
、
山
に
閉
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
選
挙
が
あ
る
と
と
て
も

う
る
さ
く
、
山
び
こ
に
な

っ
て
ス
ピ

ー
カ
ー
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

私
の
家
は
、
道
路
か
ら
少
し
離
れ
て

い
ま
す
が
よ
く
聞
こ
え
ま
す
。

こ
の
あ
い
だ
国
語
の
勉
強
で

「
田

中
正
造
」
と
い
う
人
の
こ
と
を
習
い

ま
し
た
。
彼
は
、
農
民
の
た
め
に
自

分
の
命
を
さ
さ
げ
、

一
生
を
公
害
問

題
に
打
ち
こ
ん
だ
す
ば
ら
し
い
人
だ

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
今
の
選
挙
で
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
、
お
金
や
口
問
物
を
た
く
さ
ん
使

っ
て
自
分
を
え
ら
く
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
私
は
、
こ
の

「
田
中
正
造
」

の
よ
う
に
、
い
く
ら
貧
乏
で
も
人
の

た
め
に
役
だ
っ
人
だ

っ
た
り
、
向
分

の
命
を
投
げ
出
し
て
、

苦
し
ん
で
い

る
人
た
ち
に
つ
く
し
て
く
れ
る
人
が
、

今
の
選
挙
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
よ

坂本� 

i也 谷 文 子

う
に
思
い
ま
す
。

選
挙
に
立
候

補
す
る
人
は
、

お
金
や
品
物
を

使
っ
て
投
票
を

た
の
ん
だ
り
せ

ず
に
、
い

つ
も

わ
た
し
た
ち
町

民
や
県
民
の
こ
と
を
考
え
て
、
仕
事

を
し
て
く
れ
る
人
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
「
問
中
正
造
」
の
よ
う
に
鉱
毒

に
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
た
め
に
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
命
つ
く
す
の
も
大

切
だ
し
、
生
活
に
苦
し
ん
で
い
る
人

々
を
救
う
た
め
、
不
幸
な
人
々
を
な

く
す
る
た
め
に
努
力
し
た
り
、
世
の

中
を
く
ら
し
よ
い
よ
う
に
道
路
を
造

っ
た
り
、
械
を
か
け
た
り
、
山
の
緑

を
守
っ
た
り
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と

恩
い
ま
す
。

選
挙
に
立
候
補
し
て
、
選
ば
れ
る

人
の
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
選
ぶ
人

の
考
、
ぇ
方
も
大
変
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
候
補
者
が
い
く
ら
お
金
や
品
物

を
使

っ
て
人
気
を
と
ろ
う
と
し
て
も
、

投
票
す
る
人
が
気
を
つ
け
て
い
て
、

受
け
取
ら
な
か
っ
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
候
補
者
の
気

持
ち
ゃ
、
考
え
方
が
変
わ
る
と
思
い

ま
す
。
選
挙
の
と
き
だ
け
の
、

一
時
の

人
気
と
り
に
迷
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

ュ
�
 
グ
リ
ー
ン
ク
ラ

ぞぞωQ己③昌8 ç;;;ー⑮ qjJ~~" 

l
も

っ
て
あ
す
の
民
業

を
み
つ
め
て
い
る
者

者
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
す
。

。
勝
浦
ニ

ブ。
私
た
ち
が
と
う
い

う
活
動
を
し
、
ま
た

農
業
に
対
し
て
ど
う

い
う
考
、
ぇ
方
を
持
っ

て
い
る
か
、
み
な
さ

ん
に
知

っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
今
月
号

か
ら
紹
介
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

クラ ブ員による� 4・にんに("の植え付け

{¥ 

f¥ 

一
研
究
の
実

1
1

川
�
 

、
�
 ，
�
 1UA1

ノ

国

民

年

シ

リ

ー

ズ

似

J
A
I
a

u
A
V
q
r

t
!
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昭和53年 5月1日� カミ つ

V
そ
う
か
病
・
こ
く
て
ん
病

V

ザコ ら 第95号 (6) 

み

か

ん

今
月
は
、
園
地
の
除
草
対
策
と
病

虫
容
の
防
除
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

病
害
虫
防
除

ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
虫

数
年
前
か
ら
、
電
話
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
で
、
案
外
多
い
の
が
ヤ
ノ
ネ


の
防
除
に
つ
い
て
で
す
。
冬
期
に
油


散
布
を
完
全
に
や
っ
て
お
け
ば
、
ほ


と
ん
ど
問
題
が
な
い
わ
け
で
す
が
、


何
か
の
都
合
で
で
き
て
い
な
い
図
も


多
く
、
全
体
に
生
息
密
度
か
た
か
ま


っ
て
い
ま
す
。


次
の
要
件
の

一
っ
て
も
該
当
す
れ

ば
下
旬
ご
ろ
硫
酸
亜
鉛

0
・六
行
(
水

十
川
町
当
り
六
十
づ
)
と
加
用
石
灰
イ

オ
ウ
合
剤
八
十
倍
液
を
必
ず
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
ヤ
ノ
ネ
の
生
息
密
度
の
高
い
図

マ
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
や
ル
ビ
ロ
ウ
虫

が
発
生
し
て
お
り
有
機
リ
ン
剤
を
使

V 用
で
き
な
い
図


マ
病
弱
な
人
や
有
機
リ
ン
剤
に
過
敏


な
人


マ
六
月
の
有
機
リ
ン
剤
散
布
が
何
ら


か
の
都
合
で
散
布
が
で
き
な
い
と
わ


か
っ
て
い
る
場
合


ダ
ニ
類

モ
レ
ス
タ
ン
水
和
剤
千
倍
液
を
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

(
ヤ
ノ
ネ
の
防

¥ 
、~

微
量
要
素
欠
乏
闘
で
は
ボ
ル
ド
ー
液

と
し
、
こ
れ
に
硫
鮫
マ
ン
ガ
ン
や
ホ

ウ
ソ
を
加
用
す
る
。
下
旬
散
布
の
時

は
、
五
|
四
式
と
し
六
月
に
入
れ
は

六
|
六
式
と
す
る
。
マ
ン
ガ
ン
、
ホ

ウ
ソ
は
で
き
あ
が

っ
た
ボ
ル
ド
ー
液

十

μ
に
対
し
二
十
句
と
す
る
が
、
両

方
混
用
す
る
時
は
十
句
づ
っ
と
し
て

く
だ
さ
い
。

訪
花
害
虫

v-毎年
果
実
の
果
綾
部
に
リ
ン
グ
状


の
被
害
の
多
い
闘
で
は
デ
ナ
ポ
ン
水


和
剤
八
百
倍
液
を
開
花
初
期
と
満
開


期
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い

。
特
に
付


近
の
畑
よ
り
花
が
早
く
咲
く
畑
で
は


欣
布
が
必
要
で
す
。
 

ア
ブ
ラ
虫

V

尊
に
は
カ
ソ
ロ
ン
粒
剤
を
十
日 
l

当
り

八
1
十
軒
却
を
地
用
し
て
く
だ
さ
い

。

商
品
性
の
高
い
も
の
を
作
る
に
は

今
月
二
固
め
防
除
い
か
ん
に
か
か
っ

て
き
ま
す
。
手
お
く
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
早
め
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

く
ろ
ほ
し
病

ト 

プ
ジ
ン 

千
五
百
倍
液
を
上

旬
と
下
旬
ご
ろ
に

一
回
づ
っ
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。

ね
ん
枝

冬
期
の
せ
ん
定
後
に
出
た
徒
長
校

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
木
は
、
お

そ
く
と
も
十
五
日
ご
ろ
ま
で
に
は
ね

ん
校
を
行
い
翌
年
の
結
果
母
校
を
作

っ
て
く
だ
さ
い
。

y う

M め

がった所でねじまげ

祈れたような枚にす

るとよい。

a' 若
い
日
も
あ
る
一
方
、
後
半
に
は
、

っ
ゅ
の
は
し
り
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
。 

大
掃
除

つ
ゆ
入
り
を
前
に
し
て
、
天
気
の

よ
い
う
ち
に
家
の
内
外
の
大
掃
除
を

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
物
を
干

す
の
は
午
後
三
時
ご
ろ
ま
で
が
よ
く
、

そ
れ
以
後
に
な
る
と
気
温
が
下
が
り
、

湿
度
が
急
増
す
る
の
で
き
け
ま
し
ょ

、
勺
ノ 

海
山
の
避
難

五
月
に
は
い
っ
て
も
、
低
気
圧
が

急
速
に
発
達
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
、
一
階
や

山

へ
出
か
け
る
人
は
天
気
の
変
化
に

備
え
る
準
備
と
、
余
裕
あ
る
行
動
を

av 五
月
は
新
緑
の
季
節
。
吹
く
風
に

大
掃
除
を 

二V
千
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

か
い
よ
う
病

展
築
初
期
は
、
マ
イ
シ
ン
剤
加
用

ド
イ
ン
ボ
ル
ド
ー 
A
八
百
倍
液
を
散

布
し
、
後
半
の
比
較
的
芽
が
か
た
ま

っ
て
き
た
時
は
五
1

四
式
石
灰
ボ
ル

ド
ー
液
と
し
て
く
だ
さ
い
。

土
曜
明
管
理

幽
地
の
雑
草
退
治
の
た
め
、
軽
い

中
耕
で
抜
く
か
、
刈
革
、
ま
た
は
グ

ラ
モ
キ
ソ
ン
の
よ
う
な
除
草
剤
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
ロ
グ
ラ
モ
キ
ソ
ン

を
利
用
す
る
時
は
三
百
パ川
を
水
二
百

川
町
に
加
え
散
布
し
、
ま
た
宿
恨
性
維

ン
千
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

除
で
イ
オ
ウ 
A
U
剤
を
散
布
す
る
時
は

悦
朗
で
き
ま
す
。)

発
生
初
期
に
エ
ス
ト
ン
ク
ス
乳
剤

下
旬 
1
六
月
上
旬
に
メ
ル
ク
デ
ラ

←せん定後に出た枝� 

5-6酬〈勺いあ

苗
代
の
一
冗
肥
と
追
肥

一花
肥
は
、
商
代
配
合
肥
料
を
十
坪

水

稿
¥ー

か
うιJ

と
り
ま
し
ょ
う
。

<><><><><><>-

も
き
わ
や
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
晩
一新

・
低
気
圧
に
よ
る
あ

ら
し
ゃ
、
ひ
ょ
う

・
濃
霧

・
山
の
迎

灘
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
災
窓口が
お
こ
る

月
で
も
あ
り
ま
す
。

五
月
の
天
気
は
周
期
的
に
変
化
し

ま
す
が
、
移
動
性
高
気
圧
が
東
西
に

つ
ら
な
っ
て
哨
天
の
続
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
時
に
は
日
中
の

最
高
気
温
が
=
一
十
皮
を
越
す
よ
う
な

晴
れ
た
日
に

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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P

ザコ

当
り
三
軒
目
を
施
用
す
る
。
追
肥
は
、

極
安
四
百
づ
程
度
を
状
況
に
よ
り
施

用
し
て
く
だ
さ
い
。

矯
種

一
一
坪
当
り
四
百
五
十
句
程
度
で
無

病
の
も
の
を
ま
く
こ
と
。

病
虫
害
防
除

苗
代
後
期
に
ウ
ン
カ
、
ヨ
コ
バ
イ
、

イ
モ
チ
病
を
対
象
と
し
、
キ
タ
ジ
ン

ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
を

一
日1

当
り

三
百
句
を
施
用
し
、
水
深
三
今
以
上

に
保
ち
三
1
四
日
は
た
ん
水
状
態
と

し
て
く
だ
さ
い

。
(
落
水
ゃ
あ
て
流

し
は
い
け
ま
せ
ん
)

考
え
ら
れ
る
こ
と
を
い
く
つ
か
あ
げ

定
植
後
の
滋
水
は
十
分
で
あ
っ
た

O

-
n
A
 

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

親
床
管
理
と
し
て
、
ラ
ン
ナ
ー
を

て
み
ま
す
と

。
閣
制
株
に
優
良
な
系
統
が
選
抜
さ
れ

て
い
た
か

。
健
苗
が
確
保
さ
れ
た
か
�
 

カ去
年
の
秋
は
暖
か
か
っ
た
が
ビ
ニ

ー
ル
か
け
が
早
す
ぎ
で
な
い
か

。
交
配
用
の
ハ
チ
は
十
分
活
動
し
た

か
。
な
り
づ
か
れ
の
た
め
花
粉
の

稔
性
が
低
下
し
な
か
っ
た
か

。
開
花
中
に
薬
剤
散
布
し
、
薬
害
を

出
さ
な
か
っ
た
か

。
株
が
パ
イ
ラ
ス
に
汚
染
し
て
い
な

カ
も
う

一
皮
去
年
の
栽
培
を
ふ
り
か

え
り
、
�
 重

な
体
験
を
今
年
に
生
か

し
て
く
だ
さ
い

。

O
'v

A
H

ZEz--2

・、，、，、� 

，

z
z
z
z
z
:
 
‘z
e，，

O

BE

，、
，
z
-z =
一一.
、，、，、� 
-E

一
、，、，、� 
i
-Ez--2. 

，‘
，、
�
 

=ZE--z-

、，、，、，� 

E
E・・
、，‘，、

-

Be

Z
E

a

Z
EE--

、，、，、� 

2

，‘

.2zz-2 

‘，s
ez-E-z 

・、，、，、� 

z

改
定
小
作
料
の
標
準
額

勝
浦
町
全
域
�
 

出
み
あ
わ
な
い
ょ
っ
配
誼
し
、
雑
草

も
早
目
に
除
く
。
床
は
乾
燥
さ
せ
な

い
ょ
っ
注
意
し
、
大
雨
時
は
排
水
に

も
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

う
ど
ん
こ
柄
、
斑
点
病
、
芥
線
虫

な
ど
も
苗
床
て
完
全
に
防
除
し
て
く

花
芽
の
分
化
�
 (開
花
�
 
)
が
そ
ろ
っ

だ
さ
い

。

昨
年
の
イ
チ
ゴ
は
な
り
づ
か
れ
が

ひ
ど
く
、
収
益
が
少
な
か
っ
た
り
、

二
月、

三
月
に
有
形
巣
が
多
く
発
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
原
因
と
し
て

一
見
し
て
大
苗
で
あ
っ
た
が
老
化

O
苗
で
な
か
っ
た
か

O
地
上
部
に
対
し
地
下
部
の
パ
ラ
ン

ス
が
保
た
れ
て
い
た
か

て
い
た
か

。
定
摘
時
の
活
稲
や
初
期
生
育
は
よ

か
っ
た
か

定
植
の
と
き
土
境
水
分
が
高
く
ね

り
植
え
を
し
な
か
っ
た
か
�
 

O

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
み

か
ん
の
老
木
を
改
組
し
た
い
希
望
の

か
た
は
つ
ぎ
の
要
件
を
承
知
さ
れ
五

月
中
に
各
股
協
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
農
協
で
は
、
近
日
中
に
申

し
込
み
を
受
け
付
け
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

要
件

・
温
州
み
か
ん
の
低
生
産
図
(
不
良

系
統
、
不
適
地
で
の
栽
培
、
老
木
)

を
混
州
み
か
ん
の
優
良
系
統
へ
改
植

す
る
場
合

温
州
み
か
ん
を
伐
採
し
、
他
の
み

か -
ん
類
か
、
落
葉
果
樹
、
ま
た
は
果

樹
以
外
の
氷
年
性
作
物
へ
転
換
す
る

場
合

二
ま
か
い
条
件
と
し
て
は

-
一
図
地
の
面
積
が

一
か
所
に
ま
と

ま
っ
て
二
寸
以
上
あ
る
こ
と
�
 

-
山
林
や
他
の
施
設
�
 (例
え
ば
貯
蔵

雄
の
敷
地
)
に
転
用
す
る
時
は
み
か

ん
の
伐
係
ま
で
し
か
補
助
対
象
と
な

ら
な
い

-
高
楼
更
新
圏
は
対
象
と
し
な
い

伐
採
す
る
樹
令
が
五
年
生
以
下
の

時 -
は
対
象
と
し
な
い

な
ど
で
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
詳
し

い
こ
と
は
各
燦
協
か
役
場
の
産
業
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

標
準
小
作
料
の
改
定

〈
農
業
委
員
会
〉

燥
地
法
の
規
定
に
よ
り
、

小
作
料

の
椴
準
額
が
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
五
十
三
年
四
月
以
降

の
契
約
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

b

Ez--

、
一-

一-e
，、

国
で
は
昭
和
五
十
年
度
か
ら
、
全

国
的
な
み
か
ん
生
産
過
剰
対
策
の

一

環
と
し
て
「
改
植
等
促
進
緊
急
対
策

事
業
�
 

マ
で
ん

uaA上
回
の
水
稲

十
ア
ー
ル
当

餅
園
地、

十
ア
ー
ル
当

二
三
、
六
�
 
円

O
O

L

を
実
地
し
て
い
ま
す
。

二
一
、
�
 
0
0
0
円

本
町
で
は
、

晩
生
温
州
み
か
ん

fu

昭
利
五
十
年
度

に
九
三
戸
が
二

一
・
三
五
九
、

五
十

一
年
度
に

は

一
七
六
戸
がl

M

二
一

・
四
五
九
、

l
M

五
十
二
年
度
は

九
六
戸
が
約
十

六
・

一二九� 

を
こ

の
事
業
に
よ
っ

て
改
組
を
終
え

て
い
ま
す
。

こ
の
卒
業
は
、

昭
和
五
十
三
年

度
限
り
で
終
わ

一事業費の半額助成は本年度限り一

第
一
日
曜
日
は

町
内
い
っ
せ
い
清
掃
日

ー

み
な
さ
ん
美
し
い

町
づ
く
り
に
ご
協
力
を

1

今
年
も
町
内
の
環
境
美
化
を
め
ざ

し
、
五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第

一
日

附
円
を
町
内
い

っ
せ
い
消
鮒
日
と
し

ま
し
た
。

五
月
七
日
(
日
限
日
)
は
今
年
最

初
の
町
内
い
っ
せ
い
消
品
川
日
で
す
。

治
対
日
に
は
、

二
戸
に

一
人
は
必
ず

出
て
、
保
健
部
長
さ
ん
の
指
示
に
従

っ
て
、
美
し
い
町
に
す
る
た
め
に
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
雨
天
の
場
合
は
次
週
の
日

暇
日
に
行
い
ま
す
。

な
お
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十

日
以
前
か
ら
の
小
作
地
で
、
そ
の
小

作
人
が
個
人
で
あ
る
も
の
(
旧
小
作

地
)
の
小
作
料
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
は
従
来

ど
お
り
の
、
小
作
料
の
最
高
級
統
制

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

(成
図
資
二
一

、
二
九
六
円

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
)

小
作
料
の
様
準
額
は
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
棟
、
準

傾
で
あ
り
、
全
部
こ
の
金
領
で
契
約

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
質
、
土
地
環

境
、
作
物
な
ど
に
よ
り
相
逃
が
あ
り

ま
す
か
ら
お
互
い
の
話
し
合
い
に
よ

り
決
定
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
燥
地
の
貸
借
は
終
業
委

只
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
時
に
は
農
業
委

員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

。
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二
十
年
ぶ
り
に
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
帰

国
し
た
木
村
明
男
さ
ん 

(
旧
姓
大
川

さ
ん
棚
野 
)
が
、
凹
月
三
日
桜
木
町

長
に
あ
い
さ
つ
の
た
め
役
場
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
お

み
や
げ
、
は
く
剛
艇
の
動
物
を
ご
寄
贈

く
だ
さ
っ
た
あ
と
、
次
の
よ
う
な
み

や
げ
話
し
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

木
村
さ
ん
の
家
族
は
、
昭
和
三
十

Y

二
年
に
海
外
移
住
事
業
固
め
一
員
と


し
て
、
全
国
か
ら
集
っ
た
二
十

一
の


世
帯
と
い
っ
し
ょ
に
、
パ
ラ
州
の
べ


レ
ム
に
移
住
し
ま
し
た
。
ベ
レ
ム
地


方
は
赤
道
直
下
に
あ
り
、
雨
期
に
は


河
川
が
は
ん
ら
ん
し
、
水
用
は
胸
ま


で
っ
か
り
、
農
作
物
は
絶
滅
に
お
い


や
ら
れ
、
そ
の
た
め
、
い

っ
し
ょ
に


移
住
し
て
き
た
二
十

一
の
世
帯
は
、


そ
れ
ぞ
れ
分
散
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。


こ
の
き
び
し
い
環
境
の
中
で
言
葉
も


わ
か
ら
ず
、
熱
帯
林
を
切
り
開
く
の


は
、
並
大
低
の
苦
労
で
は
な
か
っ
た


そ
う
で
す
。


そ
の
木
村
さ
ん
も
、

い
ま
で
は
五

ピ
メ
ン
タ
と
い
う
コ 

ョ
ウ
の
実

人
の
家
族
と
現
地
の
労
働
者
三
十
人

で
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
闘
を
経
営

し
、
ピ
メ
ン
タ
と
い
う
コ
シ
ョ
ウ
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
シ
ョ
ウ

の
収
機
は
、
い
ち
い
ち
手
で
も
ぎ
取

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か

ら
、
収
穫
時
に
は
百
人
も
の
現
地
労

働
者
を
履
い
ま
す
。
こ
の
労
働
者
の

賃
金
は
、
日
当
約
五
百
円
。
物
価
水

準
は
、
日
本
の
十
分
の

一
程
度
だ
と

い
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
米
は
比
較

的
安
く
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
約
五
百

円
。
私
た
ち
の
貿
う
お
米
が
約
二
万

円
で
す
か
ら
、
四
十
分
の

一
の
値
段

ブラシ;ルから20年ぶりに帰国

本町出身の阻鑑大川さん

¥J 

南

ア


メ

リ

カ
 

¥」

ブラジルのおみやげを木村さんから受け取る桜木町長

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
地
労

働
者
の
賃
金
は
週
給
制
で
、

一
週
間

分
の
賃
金
を
支
払
い
す
る
と
、
次
の

週
の
分
の
食
料
品
を
賢
い
、
残
り
は

日
明
日
に
各
地
で
聞
か
れ
る
パ

ー
テ

ィ
ー
で
、
明
け
が
た
ま
で
踊
り
、
飲

ん
だ
り
、
食
っ
た
り
に
全
部
を
使
つ

て
し
ま
う
と
い
い
ま
す
。
さ
し
づ
め

よ
い
越
し
の
金
は
持
た
ね
え
。
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
ベ
レ
ム
地
方
の
土

地
は
、

二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

一
単

位
で
約
二
十
五
万
円
。
な
ん
と

一
ヘ

ク
タ
ー
ル

一
万
同
庁
私
た
ち
に
は

ま
っ
た
く
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
悩

格
て
す
。
木
村
さ
ん
は
、
土
地
の
値

段
は
安
く
手
に
入
れ
や
す
い
で
す
が
、

あ
ま
り
買
っ
て
も
管
理
が
出
来
ず
、

病
虫
害
の
発
生
で
図
の
絶
滅
を
防
ぐ

た
め
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
点
在
し

て
購
入
す
る
の
で
、
耕
作
範
囲
が
五

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
と
い
い

ま
す
。
し
か
し
五
十
キ
ロ
と
い
っ
て

も
日
本
の
道
路
と
違
っ
て
悩
も
二
十

メ
ー
ト
ル
近
く
も
あ
り
、
カ
ー
ブ
も

ほ
と
ん
ど
な
い
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、

木
村
さ
ん
が
二
十
年
ぶ
り
に
見
る
ふ

る
さ
と
の
感
想
の
第

一
声
は
「
国
ん

ぼ
と
道
路
の
狭
さ
に
筒
き
ま
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
医
療
面
も
教
育
面

も
不
自
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ

ま
り
発
達
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い

よ
う
で
、
特
に
教
育
は
現
地
の
子
供

た
ち
と
い
っ
し
ょ
で
休
暇
が
多
く

日
本
の
教
育
と
だ
い
ぶ
レ
ベ
ル
の
差

が
あ
る
よ
う
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
も

日
本
の
新
聞
、
雑
誌
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
中
に
教
育 
7

7

と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

H

森
さ
ん
の
住
ま
い
と
家
族
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設
重
口
聞
や
現
金
を
世
い
た
ま
ま
駐
車

場
所
へ
と
め
て
、
監
視
し
ま
し
ょ

し
て
盗
ま
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
車
上
ね

、っ

ら
い
が
一
、 

五
六
件
も
あ
り
ま
し

-
暴
力
排
除
運
動
の
推
進

た
。
自
転
半
、
自
動
車
を
盗
ま
れ
な

現
在
箸
察
が
つ
か
ん
で

い
る
県
下

い
た
め
、
ま
た
車
上
ね
ら
い
の
被
害

の
暴
力
団
は
三
十
団
体
で
、
組
織
貝

を
防
ぐ
た
め
、
次
の
占
…
に
ト
分
注
意

は
怜
部
や
組
員
、
暴
力
常
習
者
な
ど

を
合
わ
せ
て

一
、 

二
五
人
に
も
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
彼
ら
の
動
き
を
見
ま
す

と
、
広
域
組
織
を
持
つ
暴
力
団
が
相

変
わ
ら
ず
衰
、
え
を
見
せ
ず
、
資
金
源

で
あ
る
「
党
せ
い
剤
の
密
売
」
「
売

と

は
〈

春
」
「
賭
博
や
ノ
ミ
行
為
」
「
暴
力
企
業
」

(金
融
、
償
権
の
取
り
立
て 
)
な
ど
に

坂

本

駐

在

所

原

巡

査

手
を
出
し
違
法
な
活
動
を
統
け
て
い

ま
す
。

中
山

・
横
瀬
・
与
川
内

・
坂
本

響
的
常
で
は
、
こ
と
し
も
「
暴
力
犯

非
の
根
絶
」
を
段
重
点
に
か
か
げ
、

厳
し
い
取
り
締
り
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
が
、
暴
力
の
根
絶
は
、
み

な
さ
ん
の
勇
気
あ
る
協
力
が
必
要
で

す
。
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
社
会

の
敵

。
暴
力
。

を
憎
み
、
み
ん
な
が

力
を
合
わ
せ
て

ど
ん
な
暴
力
も
見
の
が
さ
な
い

O

三
時


ソ

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-
-
A

暴
力
追
放
ダ
イ
ヤ
ル
は

O
八
八
六
合

ニ
ハ 

一
一 

番 

O O O

O

O

A
H

i

知 
-m

暴
力
を
相
手
に
し
な
い

暴
力
の
泣
き
寝
入
り
は
し
な
い


暴
力
追
放
「
三
な
い
連
動
」
を
必
ず

五
月
十
二
日
(
金
)


実
行
し
て
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く

春
の
防
犯
運
動
は
じ
ま
る

町
内
三
か
所
の
駐
在
所
は
、
そ
れ

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
、
行

楽
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ

て
行
楽
に
出
か
け
る
ご
家
庭
が
多
く

な
り
ま
す
が
、
毎
年
こ
の
時
期
に
は
、

行
楽
に
出
か
け
た
留
守
宅
を
ね
ら
う
、

あ
き
巣
ね
ら
い
を
は
じ
め
、
自
転
車

ド
ロ
ポ
ウ
や
市
中
上
ね
ら
い
が
目
だ

っ

て
地
え
て
き
ま
す
。

駐
在
所
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

に
明
る
く
楽
し
い
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を

過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
@
佼
入
盗

(
あ
き
巣

・
忍
び
込
み
)
の
予
防
@

車
両
盗 

(自
転
車

・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
動
車
溢
み

・
車
上
ね
ら
い
)
の
予

防
。
暴
力
排
除
運
動
の
推
進
を
重
点

に
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

-
侵
入
盗
の
予
防

去
年
、
県
内
で
発
生
し
た
ド
ロ
ポ

ウ
の
被
答
は
八
、
五
七
三
件
で
被
害

総
領
は
三
億
三
千
万
円
に
も
の
ぼ

っ

て
い
ま
す
。

家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
次
の

占
…
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

0
ド
ロ
ボ
ウ
に
あ
わ
な
い
最
も
基
本

O
的
な
こ
と
は
、
カ
ギ
を
か
け
る
こ

と
で
す
。
家
を
留
守
に
す
る
と
き

は
必
ず
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。 

戸
締
り
は
、

一
つ
の
戸
や
窓
に
二

つ
の
カ
ギ
を
取
り
付
け
る
よ
う
に

幸
子
し
ょ
、
っ
。

ぞ
れ
地
区
を
分
担
し
て
仕
事
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

食
生
比
奈
駐
在
所
名
護
巡
査

四
九
番

O

電

話

三

沼
江
・
石
原

・
今
山
・
山
西

・
掛

谷

・
黒
山
石
・
中
角
・
星
谷

・
生
名

機
瀬
駐
在
所
西
川
巡
査
部
長

電

話

二 

四
九
番

久
国

・
槻
野 

A
M

OO

電

話

四 

と l:!Lポヨ 

z混1A描『f諜 
d渚伝送 14渓 弐与受長-号炉実仔小器 
J4R泌潔淡
i磁
;3P
 NM 

J 議議タ~~ き
3イヰ凋総 

午
後
一
時 

〉
』 

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員

徳
島
行
政
監
察
局

川

原

勝

行
政
相
談
委
員

中

村

芳

生

一
八
番器遺産 

伊
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史
の
重
み
と
、
生
き
る
強
さ
を
教
、
え

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

以
上
、
座
談
会
の
意
見
か
ら
、
少

し
発
展
さ
せ
た
要
点
と
な
り
ま
し
た

短
歌
作
品
の
募
集

ス
ポ
ー
ツ

・
ハ
イ
キ
ン
グ

・
登
山
・

名
所

・
史
蹟
め
ぐ
り
・釣

・旅
行
な
ど

脅
家
族
そ
ろ
っ
て
勤
労
奉
仕

家
族
で
作
業
分
担
と
責
任
を
明
ら

か
に
し
て
、
能
率
よ
く
工
夫
す
る
大

清
掃

・
野
良
仕
事

・
日
峨
大
工
な
ど

-R 脅
家
族
そ
ろ
っ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
や
音
楽
を
通
じ
て
み
ん
な

で
楽
し
む
工
夫

家
族
そ
ろ
っ
て
話
し
合
い

R-テレ
ビ
を
お
休
み
に
し
て
、
家
族

み
ん
な
で
話
し
合
う
。
結
論
は
急
が

な
く
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
が
大
切
な

の
で
す

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
や
両


親
の
苦
労
話
を
聞
か
せ
る


目
を
輝
か
し
て
、
笑
い
な
が
ら
、


友
達
の
名
前
主
ど
を
次
々
と
、
時
に

は
悲
し
そ
う
に
忘
れ
か
け
た
記
憶
を

た
ど
り
な
が
ら
、
聞
き
手
に
は
、
歴

が
、
こ
れ
ら
の
点
を
参
考
に
し
て
、

今
一
度
、
自
分
の
家
庭
を
見
な
お
し

て
み
る
良
い
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ

、っ・力
。

今
後
も
家
庭
の
日
を
通
じ
ま
た
社

会
総
合
大
学
の
な
か
に
明
る
い
家
庭

学
級
を
新
設
し
て
高
齢
者
、
成
人
大

学
、
婦
人
、
�
 

、
青
年
な
ど
各

学
級
の
代
表
者
や
、
児
童
、
生
徒
の

代
表
も
ま
じ
え
て
、
幅
広
い
年
代
層

で
明
る
い
家
庭
、
青
少
年
の
健
全
育

成
な
と
を
話
し
合
い
、
明
る
い
町
、
っ
く

り
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

;
 

。

。
こ
い
の
ぼ
り
に
よ
る

感
電
事
故
の
防
止
を
。

元
気
な
子
供
た
ち
の
成
長
を
祝
う


「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
季
節
と
な
り
ま


し
た
。


こ
い
の
ぼ
り
の
さ
お
が
電
線
に
さ

わ
っ
た
り
、
倒
れ
か
か

っ
て
感
電
事

故
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

P
T
A

一
社
会
総
合
大
学
の
短
歌
学
級
と
か
一

一
つ
ら
短
歌
会
が
共
催
し
て
作
品
を
募
一

一
集
し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
応
募
し
て
く
一

一
だ
さ
い
。

短
欧
題
は
自
由

来
発
表
の
も
の
三
首

締
切
五
月
十
日
�
 
(
厳
守
)

送
先
町
教
育
委
員
会

…
藤
勝

同
判
川
町
島
/
し

'
『

¥一
-E
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p

河
¥
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三
月
五
日
(
日
曜
日
)
福
祉
セ
ン

タ
ー
二
階
で
「
対
話
の
あ
る
明
る
い

家
庭
つ
く
り
」
を
テ

1
7
に
、
徳
島

P
T
A

県
放
送
セ
ミ
ナ
ー
講
師
の
締
本
正
義

先
生
を
い
ね
招
き
し
て
座
談
会
を
開
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
社
会
総
合
大
学

の
各
学
部
の
代
表
者
と
�
 

役
員
、

高
校
生
、
中
学
生
な
ど
、
い
う
な
れ

ば
町
内
各
年
代
層
の
代
表
者
四
十
五

名
ほ
ど
で
、
「
親
の
扶
養
を
考
え
る
」

の
映
画
を
も
と
に
、
橋
本
先
生
や
横

小
の
相
原
校
長
先
生
を
は
じ
め
町
長
、

教
育
長
か
ら
適
切
な
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
話
し
合
い
を
す
す
め
て
い

き
ま
し
た
。

以
下
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
み
ま

対
話
の
あ
る
明
る
い
家
庭
づ
(
り

線
に
巻
き
つ
い
た
り
、
さ
お
が
電

線
に
倒
れ
か
か

っ
た
と
き
は
、
絶

対
に
手
を
触
れ
な
い
で
、
す
ぐ
四

国
電
力
�
 (一
一
二
二
九
番
)
へ
こ
述

絡
く
だ
さ
い
。

す
と青

少
年
の
問
題
行
動
は
、
一
体
何

が
原
悶
で
そ
う
な

っ
た
の
か
。
解
決

で
き
る
問
題
点
と
し
て
、
私
た
ち
の

身
近
に
あ
る
も
の
は
何
か
・
を
考

え
る
時
に
、

家
庭
に
お
け
る
明
る
い

対
話
の
不
足
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に

思
え
る
の
で
す
。

そ
こ
で
本
当
の
家
庭
と
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
対
話
と
は
ど
ん
な
も
の

か
を
、
お
互
に
深
く
考
、
え
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

家
庭
の
三
要
素
と
は

*
明
る
い
共
通
の
話
題
の
あ
る
家
庭

遠
慮
や
泌
密
ご
と
が
な
く
、
家
庭

こ
そ
が
心
の
安
ら
ぎ
の
場
で
あ

っ
て、

ご
ま
か
し
ゃ
う
そ
の
な
い
明
る
い
話

題
が
交
わ
さ
れ
る
所

女
対
話
の
あ
る
家
庭

お
互
の
立
場
を
尊
重
し
合
っ
て
、

話
し
合
え
る
家
庭

合
け
じ
め
の
あ
る
家
庭

惑
い
時
は
、
は

っ
き
り
と
注
意
し
、

良
い
こ
と
は
ほ
め
て
や
る
。
家
族
問
、

親
子
の
信
頼
関
係
が
確
立
さ
れ
る
家

庭
対
話
を
生
む
明
る
い
家
庭

づ
く
り
に
は

脅
夕
食
は
全
員
そ
ろ
っ
て
食
べ
る

貴
家
族
そ
ろ
っ
て
自
然
と
親
し
む

こ
い
の
ぼ
り
を
立
て
る
場
合
は
、
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

食
さ
お
は
金
属
製
の
も
の
よ
り
、

よ
く
乾
い
た
竹
や
木
の
も
の
に
し

て
く
だ
さ
い
。

会
吹
き
流
し
ゃ
こ
い
が
、
電
線
に

巻
き
っ
か
ぬ
よ
う
、
電
線
か
ら
な

る
べ
く
離
れ
た
所
に
た
て
て
く
だ

さ
い
。
�
 

A
H

た
て
る
場
所
の
付
近
に
電
線
が

あ
る
と
き
は
、
四
国
電
力
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※

万

一
、
吹
き
流
し
ゃ
こ
い
が
電
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昭
和
五
十
二

年
度
朝
桐
奨
学

賞
に
英
直
樹
く

ん
(
槻
野
)
と

丸
田
佳
都
子
さ

ん
(
掛
谷
)
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
貨
は
、

各
管
町
民

・
故

朝
桐
緒
平
先
生

の
尊
い
ご
遺
志

を
永
久
に
残
す

た
め
、
ご
遺
族

か
ら
寄
付
さ
れ

た
資
金
で
設
け

ら
れ
た
も
の
で

す
。

毎
年
、
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す
る

生
徒
の
な
か
で
、
学
業
お
よ
び
人
物

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞


受
賞
お
め
で
と
う


三
月
十
六
日
、
勝
浦
中
学
校
卒
業

式
に
お
い
て
、
波
千
代
子
さ
ん
が
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
貨
を
受
賞
し
ま
し

た

波
さ
ん
は
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り

に
努
力
し
、
学
力
品
行
と
も
に
優
秀

で
、
か
つ
、
報
恩
、
感
謝
、
孝
養
、

尊
師
、
敬
老
の
精
神
に
富
む
情
操
豊

か
な
人
で
す
。
波
さ
ん
に
続
く
立
派

な
若
人
が

一
人
で
も
多
く
出
て
ほ
し

い
も
の
と
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
中
学
生

の
奮
起
を
切
望
し
て
い
ま
す
。
�
 

お
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お し ら せ

沼健康診査 =|l歳6州� 

l歳� 6か月児は.一般的にお 三

しゃべりや歩行などの基本的な 言

行動機能が確立する時期です。 三

それらの遅れを発見したり ，虫 言

歯の予防など心身障害の発生防 三

チ
ラ
シ
を
配
布

， 

'司'
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ゆ
て
卵
と

春
の
交
通
安
全
運
動
を
ス
タ
ー
ト

し
て
二
日
自
の
四
月
六
日
、
生
比
奈

良
協
選
来
場
前
の
県
道
で
小
松
島
暑

と
役
場
職
員
が
通
行
車
に
「
気
を
つ

け
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
、
ゆ
で
卵
と
安
全
運
動
の
チ
ラ
シ

間宮
中ZE 

VZ 

ぷ願

ろい

な
催
し
物¥} 

ー 止をはかろうとするものです。 三
捌
野
電
報
電
話
局
前
の
県
道
で
交
通

安
全
協
会
横
瀬
分
会
、
務
備
士
協
会
、

小
松
島
署
が

「
前
四
川
灯

・
ブ
レ
ー
キ

灯

・
指
示
器
」
な
ど
の
車
両
の
整
備

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

を
手
渡
し
ま
し
た 
e

三 該当者は必ず受けてください。 三
電
報
電
話
局
前
で
車
両
の
鷲
備
点
検

三と き�  5月19日樹 三

塁 午後�  1時30分一� 3時三

三と ころ勝浦病院 三

三 該当者昭和51年� 9月一11月ま三 ま
た
十
二
日
に
は
、

三 でに生まれた者。 三

三� ※ 母子手帳を持ってきてくだ 三

三 さい。� 

~ I百日咳・ジフテリア・破傷風� -
- 三種混合予防接種� -

z とき�  5月25日同 三

三 午後 1時30分一� 3時三

三 ところ住民福祉センタ一 三

三 該当者個人あてに通知します。三

三� ※ 母子手帳・印鑑を持ってき 喜

三 てくださし、。 三

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

い
っ
た
ん
松
く
い
虫
の
被
筈
を
受
け

ま
す
と
も
う
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
れ
か
ら
が
防
除
時
期

松
く
い
虫
は
、
来
日
さ
に
弱
く
冬
期

は
幼
虫
で
被
害
木
の
中
で
過
ご
し
、

五
月
か
ら
六
月
に
成
虫
と
な

っ
て
外

これからが適期

松く い虫の防除 

西
日
本
を
中
心
に

大
発
生
を
し
、
町

内
に
お
い
て
も
こ

こ
二

・
三
年
、
東

部
を
中
心
に
大
発

生
し
ま
し
た
。

問
で
は
被
害
木

の
立
木
駆
除
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、

最
近
庭
木
に
ま
で

も
被
害
が
お
よ
び

そ
う
だ
/
ど
う
し

た
ら
」
と
よ
く
問

く
な
っ
た 
L

「枯
れ

「
松
の
業
が
黄
色

松
く
い
虫
は
、

に
飛
び
出
し
、
松
の
小
枝
の
皮
を
食

べ
ま
す
。
こ
の
時
期
が
防
除
の
適
期

で
す
。
松
に
防
除
薬
を
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。

防
除
薬
は
森
林
組
合
で
取
り
扱

っ

て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
町
産

業
謀
内
森
林
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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[乳児健康診断[ 

午後�  1時30分 -3時三

三と ころ勝浦病院 三

三該当者昭和52年� 5月-9月ま三 a圃"~開園 フ

三 でに生まれた者。 三� 一
』・.~温... 力

一一一
川市

休平
日日

午
後
七
時 

翌
日
午
前
九
時

i

午
後
六
時 
1
翌
日
午
前
九
時

五
月
分
夜
間
救
急
当
番
表

一飼し瓦犬は必ず 不
用
犬
買
い
上
げ
日

つないで下さい一

5月� 1 日(月)� 

5月15日(月)

成犬� 300円

小犬� 100円
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交通安全を願い期間中いろいろな催し物




